
2025年度の振り返り並びに2026年度事業戦略について

事業報告の詳細については、「楽天グループ株式会社 
第29回 定時株主総会招集ご通知」をご覧ください。
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連結業績1.
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*2019年からモバイルセグメントを新設。

2025年度 連結売上収益

2.5兆円
+9.5% 前年同期比

 連結売上

■ モバイルセグメント

■ フィンテックセグメント

■ インターネットサービスセグメント

■ 連結調整

29期連続増収

（兆円）

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

FINALIZED
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-2,129

144

-539

2023年度 2024年度 2025年度

-1,530

70

1,063

2023年度 2024年度 2025年度

*AST株式の再測定益1,069億円を除いたIFRS営業利益と、前年との差異。

2025年度 連結営業利益

連結Non-GAAP営業利益（億円） 連結IFRS営業利益（億円）

+992億円
前年同期比

+683億円*

前年同期比

※AST株式の再測定益
1,069億円を除く場合

530

2025年度 2025年度
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*1：Non-GAAP営業利益に減価償却費等を加算して算出。*2：EBITDAに楽天モバイルにおける顧客獲得関連費用（マーケティング費、ショップ費用、SPU等）を加算して算出。

2025年度 連結EBITDA及びPMCF*1*2

■ 2023年度以降、継続して連結EBITDA黒字化を達成

2025年は楽天モバイル
のEBITDA通期黒字化

を受け、大幅増益

グループPMCFは
5,000億円水準へ

（億円）

1,482

3,260

4,359

2023年度 2024年度 2025年度2025年度

5,034

2024年度2023年度

PMCF
マーケティング前
キャッシュフロー

+1,099億円
前年同期比
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2025年度 株主還元 / 配当方針

最優先事項

配当方針 株主優待制度

• 「楽天モバイル」の音声＋データ（30GB/月）

• 6か月提供（継続要件あり）

*株主優待利回り: 26.42% （1単元あたり/6カ月で試算）

配当による資金流出の抑制

資本コストの低減

株主価値の向上

全ての株主様に楽天モバイルのサービス
について更に利便性高く、

理解を深めていただく機会を提供

*株主優待利回りは2026年3月26日終値を用いて算出。
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70

-539

1,063

144

Non-GAAP

営業利益

IFRS

営業利益

*2024年度はAST株式の再評価に係る一過性の利益を除く

2026年度 収益方針

Non-GAAP営業利益
及びIFRS営業利益の
大幅な増益を目指す

■ 2024年度

■ 2025年度

（億円）

*

FINALIZED
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2026年度 3つの重点領域

1. 楽天モバイルとエコシステムの
シナジー拡大

2. AI活用加速

3. 人材開発強化

コマース、フィンテックの各サービスとのシナジー拡大

全事業・部門にAI推進責任者を任命し、
AI活用を加速・拡大

アントレプレナーシップの醸成とスキル向上を企図
AIも活用し各従業員毎の生産性を向上
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*社内セキュリティ専門家と外部セキュリティ団体、ベンダーの情報ネットワークによって、攻撃者の手法や意図、傾向を分析し、有効な対策の実施に繋げています。

安心・安全なサービスの提供に向けた取り組み

■ お客さまに安心して各サービスをご利用いただけるよう、各種対策の強化及び見直しに継続的に取り組んでいます

■ グループとして、新たな脅威を継続的に把握・分析し、対応力の強化を進めてまいります

セキュリティ対策の強化 不正利用対策の強化・見直し

● モニタリング強化

● 公的機関との連携強化

● 本人確認方法などの見直し

● 個別事業のセキュリティガバナンス体制強化

● お客様への注意喚起、各種ご案内の強化

● 脅威インテリジェンスの活用*

● パスキー対応サービスの順次拡大

生体認証とパスキーの組み合わせによる
より安全なログイン認証の提供

今年度中に主要サービスへ導入予定
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事業概況1.
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インターネットサービスセグメント



12

■ 国内ECは楽天市場とトラベル事業が牽引し増収、また物流事業等成長投資ビジネスの損失改善により増益

■ インターナショナル部門はRakuten Kobo、Rakuten Viberが牽引し増収増益

12,821
13,697

2024年 2025年

インターネットサービスセグメント：通期業績

売上収益（億円） Non-GAAP営業利益（億円） （参考）国内EC 流通総額（兆円）

+6.8%
前年同期比 +4.5%

前年同期比

851 889

2024年 2025年

6.1 6.3

2024年 2025年

+3.9%
前年同期比

※うるう年
影響等考慮後

+4.2%
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AI活用による提供価値及び収益性向上を推進

■ 2025年、各種サービスにおいてAIエージェント機能を展開。AIエージェントのみならず検索、レコメンデーション、広
告配信等のあらゆる領域でAIの積極的な活用を進めることで、顧客の利便性や満足度向上を追求し、収益性向上を図る

楽天市場 
AIコンシェルジュ

楽天トラベル
AIホテル検索

楽天ビューティ
エージェントβ版

好みのサロンが見つかる
（2025年12月開始）

理想のホテルが見つかる
（2025年9月開始）

欲しい商品が見つかる
（2025年12月から本格提供）



14

フィンテックセグメント



15

8,204

9,759

2024年 2025年

1,534

1,998

2024年 2025年

Non-GAAP営業利益（億円）

フィンテックセグメント：通期業績

■ 楽天カードの取扱高増加・楽天銀行の金利収益増加等により2桁増収

■ 各事業の効率化も進展し大幅増益

+19.0%
前年同期比

売上収益（億円）

+30.3%
前年同期比
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*1：表示単位未満切り捨て *2：日本会計基準 *3：ジュニアNISAを除く

フィンテックセグメント：主要KPI

楽天カード
ショッピング取扱高

26.5兆円

+10.3%
前年同期比

楽天銀行
単体預金残高*1*2

楽天証券
総合口座数*1

楽天証券
NISA口座数*1*3

楽天証券
預り資産*1*2

13.2兆円

楽天銀行
単体口座数*1

1,763万

+7.0%
前年同期比

+10.0%
前年同期比

1,326万

+11.1%
前年同期比

48.7兆円699万

+16.5%
前年同期比

+34.6%
前年同期比

26年1月に

700万
突破

FINALIZED
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フィンテック事業の再編について

政策金利の引き上げを受けた資金調達環境の変化 AIの進化によるユーザーニーズの変化

各フィンテックサービスのアプリを

一つに統合することで、よりシームレスな

フィンテックサービスの提供を目指す

楽天銀行において楽天グループ独自の

アセットを活かした資産運用を実施。

金融事業の資金調達コストを内製化し、

数百億円のコスト抑制を企図

One App構想調達コスト最適化

■ 2026年10月効力発生を目指し、フィンテック事業再編に向けた協議を開始
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FinTech One App

■ 多様な金融サービスをひとつのアプリに集約し、新たな価値創造、業務効率化、コスト削減などを通じて、持続的な成長
と収益性の向上の実現を目指す

■ AI活用によりパーソナライズされた価値を提供し、顧客エンゲージメントのさらなる向上を図る

※アプリ画像はイメージです
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モバイルセグメント
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-2,089

-1,617

2024年 2025年

4,407
4,828

2024年 2025年

■ モバイル事業の収益成長に加え、楽天シンフォニーの収益性改善もあり、セグメント損失は471億円改善

■ EBITDA*1は通期黒字化を達成。PMCF*2(マーケティング前キャッシュフロー）は675億円に

*1：Non-GAAP営業利益に減価償却費等を加算して算出。*2：EBITDAに楽天モバイルにおける顧客獲得関連費用（マーケティング費、ショップ費用、SPU等）を加算して算出。

モバイルセグメント：通期業績

売上収益（億円） Non-GAAP営業利益（億円） EBITDA*1（億円）

+9.6%
前年同期比

+471億円
前年同期比

288

-363

2024年 2025年

PMCF

PMCF*2

675

PMCF*2

231

+651億円
前年同期比
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楽天モバイル：通期EBITDA及びPMCF *1*2

*1：Non-GAAP営業利益に減価償却費等を加算して算出。*2：EBITDAに楽天モバイルにおける顧客獲得関連費用（マーケティング費、ショップ費用、SPU等）を加算して算出。

-1,525

-538

129

-933

126

869

2023年 2024年 2025年

PMCF（マーケティング前
キャッシュフロー）

EBITDA

129億円
+667億円 前年同期比

通期黒字化達成

EBITDA

顧客獲得関連費用を除いた
PMCFは869億円
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楽天モバイルのトライアングル戦略

❶携帯キャリア事業

MNO
事業

エコシステム
連携

グローバル
展開

❷エコシステム連携

❸グローバル展開

これまでの日本の常識を変え
No.1キャリアへ

モバイルとの連携による
楽天エコシステムの拡大

楽天シンフォニーを通じて
モバイルプラットフォームを

世界展開
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❶携帯キャリア事業
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*大規模商用ネットワークとして（2019年10月1日時点）/ ステラアソシエ調べ

世界初*の完全仮想化クラウドネイティブネットワーク

セントラル
データセンター

グループセンター/
リージョナルデータセンター

インターネット

4G/5G
基地局

仮想化

設備投資費削減

40%
運用費削減

30%

Open RAN AI/自動化
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*各種キャンペーンによって割引、またはその他得点が適用される場合があります。

他キャリアとの料金比較（割引なし、データ無制限の金額）

■ Rakuten最強プランは、ギガも通話（アプリ）も無制限。使わなければ勝手に安くなる
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20年4月 25年12月

楽天モバイル 全契約回線数

■ MVNO

■ MNO

25年12月

300万
21年3月

400万
21年9月

500万
23年8月

600万
23年12月

700万
24年6月

800万
24年10月

900万
25年7月

24年12月20年4月 20年12月 21年12月 22年12月 23年12月

契約者基盤のさらなる
拡大に向けて成長加速

FINALIZED
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427

551

332
244

324
393 405

594

Q1/24 Q2/24 Q3/24 Q4/24 Q1/25 Q2/25 Q3/25 Q4/25

MNO純増数

■ 楽天エコシステムとの各種シナジーの認知拡大に伴うB2Cの獲得好調に加え、年度末にB2Bにおけるパイプラインの
実績化を推進したことで純増数が拡大

+143.8%
前年同期比

（千回線）

 純増数
■ 解約数
■ 開通数

Q1/24

+143.8%
前年同期比

Q2/24 Q3/24 Q4/24 Q1/25 Q2/25 Q3/25 Q4/25

FINALIZED
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1,636 

2,502 

2,925 
2,812 

1,683 

810 
629 

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

品質向上に向け再加速

2026年度設備投資計画

■ 2025年度は、工事会社リソースの確保が難航し、当初計画にビハインド。発注ベースでは1,000億円強が完了

■ 2026年度は、関係各社との綿密な協力体制構築はもちろん、社内の人的リソースも集中させ、基地局建設を加速

2026年度
2,000億円強の
設備投資を計画

楽天モバイルのネットワーク関連
設備投資額推移（検収ベース）

全国カバレッジ構築フェーズ ネットワーク最適化全国カバレッジ構築フェーズ

当初計画に
対する不足分

871

2,000
~

計画値

財務基盤増強
のため抑制

（億円）

FINALIZED
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お客さまからの要望が多い重点対策エリア例

共用基地局の帯域幅拡張
（5→20MHz）を推進

繁華街・人混み

5Gの整備などにより
トラヒックを分散

地下鉄

FINALIZED
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■ 「通信改善を実感」する方が増加中

通信品質に関するユーザーアンケート

Q. 契約当初に比べ、現在の電波・通信に対するお気持ちに変化があるか

2024年*1 2025年*2

77.8% 83.2%
(+5.4pt)

*1：調査期間：2024年12月16日〜23日、回答者数：88,108⼈ *2：調査期間：2025年11月14日〜12月17日、回答者数：35,533⼈

FINALIZED
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Images from ©️ AST SpaceMobile

へ

衛星とスマートフォンの
ダイレクト通信を実現

楽天モバイル 面積カバー率

*衛星通信でも最強を目指します

楽天最強衛星サービス*：2026年 国内サービス開始予定
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❷エコシステム連携
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*楽天モバイル契約者と非契約者の直近1年間の1⼈あたり平均流通総額の差。契約者は、2020年3月〜2025年1月のいずれかの月（該当月）に楽天モバイル（MNO B2C）を契約し、2025年1月から2025年12月の間に回線がアクティブであり、かつ
該当月から過去1年間の購買傾向を非契約者と揃えたユーザー。非契約者は、2025年12月から過去1年間に、楽天モバイル（MNO B2C）以外の何らかの楽天サービスの利用があり、かつ該当月から過去1年間の購買傾向を契約者と揃えたユーザー。

楽天モバイル契約によるサービス利用額の増加

（楽天市場） 楽天モバイル契約者

非契約者

非契約者

楽天モバイル契約者

非契約者

楽天モバイル契約者

非契約者

楽天モバイル契約者

非契約者

過去同様の購買傾向のある楽天モバイル契約者と非契約者の

直近1年間の各サービスでの流通総額（取扱高）を比較
*

+30.9%

+19.6%

+48.8%
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*契約者は2023年11月までに（MNO B2C）契約あり。非契約者は同期間に何れかの楽天サービスの利用あり。契約者のサービス利用数にはMNO自体も含む。

楽天モバイル契約有無による利用サービス増加数の差は時間経過に伴い拡大

楽天モバイル（MNO B2C）契約者と非契約者の契約後2年間のサービス利用増加数の推移*

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

+2.43
サービス

0.68

3.11

（経過月）
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データ活用

データ AI モバイル

楽天モバイル契約者の体験価値を向上

■ プライバシー保護のためのルールの下で、データ及びAIを積極的に活用することで、契約者一人ひとりに最適化された
サービスや広告を提供し、ストレスなくスムーズな体験価値を提供することを目指す
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❸グローバル展開
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楽天シンフォニーを通じたモバイルプラットフォームの世界展開

■ 販売拡大およびパートナーシップ強化により顧客基盤の多様化と成長を加速

Site Management Intelligent Operations

4G Open RAN
CU & DU

5G
Open RAN
CU & DU

CLOUD NATIVE
Platform

CLOUD NATIVE
Storage

CLOUD NATIVE
Orchestrator

RAN

Internet 
Services

クラウド

OSS

IoT Solutions AI-Driven Security CPaaS

パートナー数*2

17社

累計顧客数*1

74社

（2025年12月末）

（2025年12月末）
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累計顧客数は74社、パートナーは17社、約30の国と地域に展開

楽天シンフォニー：すでに海外での実績多数

ライセンシングプログラムパートナー

※2025年末現在

楽天シンフォニー製品が展開されている地域
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AI
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AIによる利益貢献
■ 2025年、全社でのAIツール及びサービスの積極導入により、当初目標を上回る255億円の利益貢献を実現

■ 2026年のAIによる利益への貢献額は、2024年比で3倍を目指す

*楽天の各サービスにおけるAIプロジェクトを通じたコスト削減と売上成長による利益

255億円

2025年度における
AIによる利益創出額

AI活用による利益貢献額*

105億円

255億円

目標：
24年比

倍増

（実績）

（実績）

2024年
対比3倍
（目標）

2024年 2025年 2026年
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*1: 2025年Q4時点 *2: 対象の20事業: 市場、ラクマ、ROOM、ブックス、トラベル、GORA、SPS、ウェブサーチ、Pasha、Infoseek、レシピ、ポイントカード、ペイ、Edy、カード、、銀行、証券、モバイル、Link、PointClub  
*3: 2024年9月から2025年10月までの平均

楽天のAIにおける強み

トリプル20 マーケティング効率・オペレーション効率・クライアント効率を各20%増

１ ２ ３

楽天エコシステムの
圧倒的なデータ

自社開発LLM
+強力なパートナー

迅速な
エグゼキューション

・多様な領域の70以上のサービス
・国内1億超の楽天IDに紐づく行動データ

・約7,000億パラメーターの自社LLMで
最大90%のコスト削減を実現

・ AI開発でOpenAIやGoogle等との協業

・2025年、70超のAIプロダクトをリリース
・全事業・部門にCAIOを設置しAI活用を加速
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2.0 8x7B

2.0 Mini 1.5B

7B

2024 年3月 2025年12月

3.0

2024年12月

楽天グループの自社開発LLM群

Empowers the community

オープンソースを基盤とし、楽天グループのHugging FaceリポジトリにてApache 2.0ライセンスで公開

当社初の大規模言語モデル

同規模の日本語オープンLLMで最高水準の性能

Mixture-of-Expertsを採用した初のモデル

Rakuten AI 7B比で約8倍の規模、計算量は約1/4

当社初の小型言語モデル

低コストでモバイルデバイス向けに最適化

最新の自社開発LLM

Rakuten AI 2.0比で約10倍（約700Bパラメータ）

GPT-4o比で約10分の1のコストでより高い性能を実現
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*2026年3月11日時点

楽天グループで現在進行中のAI関連プロジェクト

■ 全事業・部門にチーフAIオフィサーを任命し、AI活用及び実装を促進

進行中のAI関連
プロジェクト数*

793

コマース

フィン
テック

モバイル

広告 海外事業

HQ

従業員作成のカスタム
AIツール・テンプレート数

2万+

Rakuten AIを
毎週使っている従業員の数

2.3万+
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